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Aconitate hydratase, mitochondrial (Aconitase) (EC 4.2.1.3) (Citrate hydro-lyase)
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、アコニターゼ/IPMイソメラーゼファミリーに属します。TCA回路の第二段階において、クエン酸からシス-アコニターゼを経てイソクエン酸への相互変換を触媒する酵素です。このタンパク質は核にコードされており、ミトコンドリアで機能します。このタンパク質は、酸化修飾を受けた後、セリンプロテアーゼ15（PRSS15）（別名Lonプロテアーゼ）によって優先的に分解されるミトコンドリアマトリックスタンパク質の1つであることが判明しました。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：クエン酸 = イソクエン酸。,補因子：サブユニットあたり1つの4Fe-4Sクラスターを結合します。3Fe-4Sクラスターが結合すると、酵素は不活性になります。,オンライン情報：アコニターゼエントリー,経路：炭水化物代謝;トリカルボン酸回路。,類似性:アコニターゼ/IPMイソメラーゼファミリーに属する。,サブユニット:モノマー。,
	研究分野
	クエン酸回路（TCA回路）;グリオキシル酸およびジカルボン酸代謝;
	画像データ
	

	1,マウス腎臓、2,マウス心臓、3,3T3、4,Hela細胞をACO2ウサギポリクローナル抗体（1:500希釈、4℃、一晩）でウェスタンブロット解析した。二次抗体：ヤギ抗ウサギIgG IRDye 800（1:5000希釈、25℃、1時間）

